2017年2月4日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第18章61～70節
・引用：第6章15、18、19、20、27、28節
　1月からサマーディの説明に入りました。
パタンジャリ『ヨーガ・スートラ』では、ヤマ、ニヤマ、アーサナ、プラーナーヤーマ、プラッティヤーハーラ、ダーラナー、デャーナに続く最後の教えとして、サマーディについて説明されています。
『バガヴァッド・ギーター』にはヤッギャー(儀式)についての記述がありますが、そのうちのヨーガ・ヤッギャーに関連して、これまでずっと『ヨーガ・スートラ』について説明してきました。これは何も私の特別な考え方ではなく、著名な『バガヴァッド・ギーター』の注釈者であるマドゥスダン・サラスワティも、ヨーガ・ヤッギャーとの関連で『ヨーガ・スートラ』についての長文の解説を書いています。
マドゥスダン・サラスワティの注釈は日本語に翻訳されていないかもしれませんが、とても深い洞察に満ちています。

『バガヴァッド・ギーター』第6章15節にはサマーディについての記述があり、前回少し説明しました。
このように、体と心と行動を常に統御するヨーガの実践者は、遂に涅槃の境地へと進み、私と合体して永遠の平和を得るに至る。//15
ユンジャン(yunjan)の意味は合一(union)ですが、ここではアートマンと心の合一のことです。
心が感覚の対象について考えている時、アートマンからは離れています。
その状態はユンジャンではありません。ユンジャンとはヨーガのことです。
この合一の状態については他の節にも書かれています。

同じ6章の18節を見てください。

ヨーギーが、自分の心の動きを統御して、真我にのみ定住させるとき、彼の心は一切の物欲肉欲から離れ、遂にヨーガの完成者となる。//18

チッタム アートマニ エーヴァーヴァティシュタテー (cittam atmany evavatisthate)
という表現は、「心を真我にのみ定住させる」と翻訳されています。
私の感覚を英語で言うと mind rests on atman であり、心がアートマンに「安らぐ、安住する」と表現してもいいかもしれません。(cittam = mind)
その意味は心がアートマンのことだけを考え、別の方向に向かないということであり、これもまた合一状態を表しています。

20節を見てください。

ヨーガの実修によって心を完全に支配し得たとき、真の平安は得られ、自我の中に真我を見出すことができたとき、自我は真の満足を味わうことができる。//20

チッタン ニルッダン ヨーガ・セーヴァヤー (cittam niruddham yoga-sevaya)

ニルッダンは、「あちこち動き回らず、ずっと同じ場所にいる」という意味です。

たとえば心が自分を眼と同一視すると、心は眼の感覚が見たその対象に向きます。

感覚は絶えず感覚の対象に向きますが、心が感覚と一緒になってその対象を追いかけていると、ニルッダンの状態にはなれません。

ニルッダンのためには、心が暑い寒いなどの肉体が感じる状態や、楽しい、悲しい、苦しい、などの感情とも自分を同一視しないことが必要です。
たとえばこの部屋に外から風が入ってこない、そして部屋の中から外へも風が出ていかない時、この部屋の空気はニルッダンの状態にあります。

心が「自分の居場所から動かない」のがニルッダンです。
想像してみてください、この状態になるのは容易でしょうか？

普通我々の心は絶えず動いています。

目覚めている間だけではなく、睡眠中も夢の中で我々の心は動いています。

もちろん夢見のない深い睡眠(スシュプティ:sushupti)もわずかな時間はありますが、ほとんどずっと我々の心は動き続けています。
世の中にはいろいろな種類の人がいて、もしその人を探したいなら、自宅ではなく外出先を探さなければならない、という人もいます。

自宅にはほんのちょっとの時間もおらず、絶えず外をうろついているという人はいませんか？

子供が家を出て絶えずあちこち遊び回るのと同じように、我々の心も自分の居るべき場所には居ません。
この心を落ち着かせるためには、ヨーガの実践(ヨーガ・セーヴァヤー)が必要であり、『ヨーガ・スートラ』に書かれているヤマ、ニヤマから始まってデャーナまでの実践を経た後に、サマーディの状態に入ることができるのです。

日本語の「世話」のもとになっているサンスクリット「セーヴァ」はここでは実践の意味です。
しかし心が自分の居るべき場所に落ち着いたニルッダンの状態になっただけでは、まだ十分ではありません。その心をさらにアートマンに向けなければならない、と説明されています。

まず心を感覚の対象などの他のものと同一視せずに、アートマンと同一視します。

そして最終的にはアートマンと合一してサマーディに入ります。

非同一視　⇒　正しい同一視　⇒　合一　　　　という順序です。

ヤットローパラマテー(Yatroparamate)のウパラマテー(uparamate)のひとつの意味は英語で言うと、no modification のことであり、「変形しない、変化しない」ということです。

サマーディの状態では心は変化しません。
ここでのウパラマテーにはもうひとつの意味があります。

サマーディでは心であれ何であれ、サマーディ以外のものが存在してはいけません。

サマーディの状態ではただサマーディのみが存在し、それ以外のものはありません。
心がはたらきを止める時、その時は心が存在していないのと同じです。
たまに人と一緒に食事していても、振る舞いがとても静かで全く存在感のない人がいます。
心がサマーディにおいては「有っても無きが如し」の状態であるのを表現しているのが、ウパラマテーのもうひとつのアイデアです。
19節を見てください。

風のない所においた燈火が、決して揺らぐことのないように、心を統一させたヨーギーの瞑想も、真我に安定して微動だにしない。//19

ディーパ(dipah)はランプの光のことですが、ロウソクの炎は風がない時は全く揺らぎません。
サマーディにおけるヨーギーの心も、これと同じように不動です。

どうして動かない状態のたとえとしてロウソクの炎を用いたのか、注釈者は次のように説明しています。

たとえば山も不動ですが、山にはそもそも初めから動く可能性がありません。

富士山がちょっと東京に遊びに来るなどということはありません。

ですからこの場合の例としては、かえって適さないのです。

いっぽう炎には、動いている状態、不動の状態、の両方の状態があり得ます。

動きやすい心を不動の状態に維持するというところがポイントなのであり、少しの風でも揺らいでしまう炎を例に取って、それが「決して揺らぐことのないように」と表現しているのです。

もう少し深く考えてみましょう。アートマンは動いているでしょうか？

サマーディでは何も動いていません。

もしかすると皆さんは、「心が動いていないのでアートマンも動いていない」とイメージしてしまうかもしれません。しかしそうではありません。

アートマンはいつも不動です。

心は動いたり静かだったりしますが、アートマンはそれとは関係なくいつも動かず静かです。

しかし我々はマーヤーのせいで、心が動くとアートマンも動く、とイメージしてしまいます。

色や模様のついたランプのカバーをぐるぐる動かすと、光が動いているように感じます。

しかしそうではなく、実際にはランプの中の光は固定されていて不動です。

カバーを動かすことで中の光が動いたり、色が変わったりしているように見えますが、それは間違いです。
同じようにアートマンはいつも静かなのに我々の心が動いているため、マーヤーの影響でアートマンも動いていると錯覚してしまいます。

我々の心が動いていても、それには何の影響も受けずアートマンは不動です。

マーヤー(霊的無知)の影響で、我々は[私](自我)をアートマンではなく、心や肉体と同一視してしまいます。

体が病気なら自分も病気、体が強ければ自分も強く、体が弱ければ自分も弱いと考えてしまいます。

これは 誤った同一視 (false identification)であり、自分をアートマンと同一視するのが、正しい同一視です。

しかしこの正しい同一視はすぐにできるものではなく、そのためにはヨーガの実践が必要です。

ヨーガの実践(ヨーガ・セーヴァヤー)によって、自分を心と同一視する間違った同一視がなくなり、心はだんだん静かになっていきます。
その時になって初めて、アートマンも静かだということが本当に分かります。
サマーディおける心の状態とは先程説明した、
・心はあるけれど存在していない

・心とアートマンがひとつに合一している

ですが、別の言葉を使うなら、

・心からアートマンが離れている

と表現することもできます。

この場合の心とは「絶えず動いている心」のことであり、自分をこの動いている心と同一視している限り、ヨーガの状態にはなれません。
ヨーガとは二つのものがひとつになる合一のことでした。
しかし逆説的に聞こえるかも知れませんが、この動いている心とアートマンが離れている状態も結果としてヨーガなのです。

『ヨーガ・スートラ』はサーンキャ哲学にその基礎を置いていますが、サーンキャ・ヨーガには「プルシャとプラクリティ」というコンセプトがあります。(付記参照)
プラクリティはサットワ・ラジャス・タマスという3つのグナ(性質)を持っていますが、マーヤーの影響で本当はこの3性質を持たないプルシャも、自分にもこのグナがあると勘違いしてしまいます。

先程説明した誤った同一視の結果であり、本来グナを持つのはプラクリティだけなのに、プルシャが自分をプラクリティと同一視してしまうからなのです。
プルシャが自分はプラクリティとは一体ではなく離れているものだ、と理解していないと悟りは不可能である、というのがサーンキヤ哲学の考え方です。

サーンキャ哲学のプルシャはヴェーダーンタ哲学のブラフマンと似ており、いつも静かで至福の状態がその本性です。

誤った同一視によって、我々はプラクリティの3つのグナをプルシャも同じく持つと考えてしまい、その結果苦しみ悲しみが生じます。

プルシャがプラクリティから離れプルシャの本性だけが残った状態が、悟りであり、ヨーガの状態です。

言葉の文字通りの意味ではヨーガとは合一のことなのに、敢えてそれとは矛盾するような「プルシャとプラクリティが分離している状態もまたヨーガである」、という認識を示したパタンジャリを注釈者は称賛しています。
動くことをやめて静かになった心は存在していても無いのと同じであり、そうなった心(純粋な心)はアートマンと合一します。

いっぽう動いている心から離れて、アートマンが自分の本性に落ち着いた状態もヨーガです。

矛盾しているようでも、結果として両方とも同じヨーガなのです。

ひとつはヨーガについての肯定形の表現(合一)、もうひとつは否定形の表現(分離)です。

さてサマーディについては以前、

・『ヨーガ・スートラ』

　　サンプラギャータ・サマーディ/アサンプラギャータ・サマーディ

　　サヴィージャ・サマーディ/ニルヴィージャ・サマーディ

・ヴェーダーンタ
　　サヴィカルパ・サマーディ/ニルヴィカルパ・サマーディ
などいろいろな表現があることを説明しましたが、それを思い出して下さい。
注釈者によると、先程読んだ15節はサンプラギャータ・サマーディについて説明しています。瞑想においては、

瞑想　　　　　　　Dhyana(デャーナ)

瞑想の対象        Dheya(デーヤ)

瞑想者　　        Dhyata(デャータ)

の三者がありました。

瞑想は集中して世俗的(一時的、有限、相対)ではない、神聖(永遠、無限、絶対)な対象について考えることです。座禅などもデャーナです。

瞑想の対象とは、アートマン、魂、神、ブラフマンなどです。

瞑想者は瞑想する人(求道者)であり、瞑想ではこの三者がセットになっています。
サマーディの本当の目的は「ひとつになる」ことです。

塩で出来た人形が海に入ると海とひとつになって、人形としての固有の存在は消滅します。

最高のサマーディであるアサンプラギャータ・サマーディでは、瞑想の構成要素である三者はひとつになります。

しかしサンプラギャータ・サマーディ(ヴェーダーンタのサヴィカルパ・サマーディ)では、この三者が完全に一体とはなっておらず、少しだけ分離した状態にあります。

塩人形が半身だけ海に浸かったような状態です。

同じ状態を表すサヴィージャ・サマーディのサヴィージャとは、「種子のある状態」という意味です。

種子の中にはサムスカーラが残っていて、それが芽を出して霊的に後退してしまう可能性があります。

もちろんそこからさらに前進して、最高のサマーディに到達する可能性もあります。

もう一度20節を見てください。

ヨーガの実修によって心を完全に支配し得たとき、真の平安は得られ、自我の中に真我を見出すことができたとき、自我は真の満足を味わうことができる。//20

注釈者によるとこの節には、最高のサマーディであるアサンプラギャータ・サマーディのアイデアが含まれています。

先程説明した ニルッダン(不動) という言葉がそれを表しています。
心が「感覚の対象に向かない」(否定形)、「アートマンとひとつになる」(肯定形)ことを意味するのがニルッダンです。

「ひとつになる」とはどのレベルでのことなのかと言うと、ニルッダンという言葉が使われていることから、「アサンプラギャータ・サマーディのレベルでの合一を意味している」というのが注釈者の考えです。

さてサマーディそのものについて説明しましたが、ヨーガではアサンプラギャータ・サマーディ/ニルヴィージャ・サマーディ/ニルヴィカルパ・サマーディ、が最高で最終的な状態であり、それ以上はありません。あとは経験あるのみです。
次にサマーディによってもたらされる結果について話します。

6章27、28節を読んでください。
心が完全に平安であり、情欲の炎が鎮まり、罪穢れの全くない、ブラフマンと一体となっているヨーギーは、無上の幸福を得る。//27

このように罪穢れがなく、あらゆる差別から心を離したヨーギーは、至高者と一体となった無上の境地を味わうこととなる。//28

ヴェーダーンタ(ウパニシャッド)の中に、サマーディの結果についての説明があります。
それによるとサマーディの結果、すべての束縛がなくなり、すべての疑問がなくなり、平安で至福の状態になり、恐れがなくなります。

束縛は我々の執着、心の状態、サムスカーラ、感情が原因で生じます。
我々のハートの中には、知識と無知の結び目が存在します。
知識とは「私はアートマンであり、純粋、永遠、無限である」という理解であり、無知とは「私は肉体、心、感覚であり、卑小であり、苦しみ、悲しみ、生まれて、亡くなる」と考えることです。我々には知識と無知の両方があり、話す時には知識があるようでも、行動において無知が露呈したりします。
Hridaya Granthi　：胸の中の結び目

Chit+Jada Granthi：知識と無知の結び目(実在と非実在の結び目)
(Granthiは knot = 結び目のこと)

聖典が教えるのは霊的実践の結果、その結び目が切り離されて知識の状態だけになるということです。

いくら聖典を勉強して実践を重ねても、この結び目が残ったままなら意味がありません。

この結び目をカットすることが霊的実践の目的だとはっきり理解してください。

サマーディに入るとこの結び目が切り離されて、すべての疑問がなくなります。

我々の疑問とは、自分が肉体なのか、心なのか、感覚なのか、知性なのか、自我なのか、アートマンなのか、死んで肉体がなくなれば自分もなくなるのか、神は何か、私の本性は何か、神と私の本性は何か、私の身内は何か、など限りなくあります。

本などで学ぶ普通の勉強はこれらの疑問に答えてくれるどころか、かえって疑問が増大します。
これらの疑問をなくすための唯一の方法が、霊的な実践です。
霊的実践によって我々の恐れもなくなります。

我々の恐れとは失う恐れであり、肉体を失う死の恐怖、財産を失う恐怖、身内を失う恐怖など、我々は意識や潜在意識の中で朝から晩まで、生まれてから死ぬまで、ずっと恐れにとりつかれています。サマーディに入るとこの恐れはなくなります。

恐れはなにから生じるのでしょうか？
恐れは有限で一時的で相対的なものから生じます。

自分が無限で永遠で絶対であり、自分の周囲の人も同じだということを、ただ考えるだけではなく本当に理解し悟るなら、恐れは生まれません。

27節には プラシャーンタ・マナサン(Prasanta-manasam)という言葉があり、翻訳では「平安」となっていますが、ただ静かなだけではなく、とても幸福な状態を表しています。

深い睡眠の後でも心は静かな状態ですが、それをプラシャーンタ・マナサンとは言いません。

それは仕事を始めればすぐなくなってしまう種類の静かさであり、集中して普通のヨーガを実践した時に得られる心の静かさも同じ程度のものです。
シャーンタは静けさのことですが、それに接頭辞のプラを付けて強調されたプラシャ－ンタは、深くて長くて強い静けさのことです。(シャーンタ：静けさ　　プラシャーンタ：幸せ)
この節に出てくる スカム(shkham)も普通の意味では「喜び、楽しみ」のことですが、ここでは文脈上もっと深い喜び、「至福」のことです。

日本語にも、快楽、楽しみ、喜び、などいろいろな表現がありますが、ここでの翻訳は「無上の幸福」となっています。

シャーンタ・ラジャサン(santa-rajasam)は、ラジャス的性質が鎮まるという意味です。

ラジャス過多な人には、働き過ぎ、野心、など多くの問題があります。
いつもせわしなく動き、歩かないで走ります。

山手線は2分も待てば次の電車が来るのに、人をかき分けてでも急いで乗ろうとします。

1秒たりとも仕事から離れられず、仕事のために自分がいるのではなく、自分のために仕事を必要とします。
サマーディに入るとこのラジャス過多の状態はなくなりますが、決して仕事をしなくなるということではないので、誤解しないでください。サットワ的に仕事をするようになるのです。
ブラフマ・ブータム アカルマシャム(brahma-bhutam akalmasam)は、「罪穢れの全くない」と訳されていますが、とても純粋な状態を表しています。
罪の源とは欲望ではないでしょうか。

欲望　⇒　執着　⇒　強欲　⇒　罪を犯す　ということになります。

もし欲望がなければ、罪が生まれる余地がありません。
ヤマ、ニヤマなどの厳しい訓練を通して、肉体、感覚、心の抑制を覚えます。
その結果欲望が抑えられ、新しく罪を犯す可能性は少なくなりますが、過去に犯した罪はどうなるのでしょうか？
罪の意識は我々の記憶、心、知性、自我の中にあります。(肉体や感覚ではありません)

しかしサマーディの状態では、我々はアートマンのみと合一していて、記憶、心、知性から離れているため、罪の意識もありません。

サマーディではアートマンしかないので、罪の意識も持ちえないのです。

この意味で、サマーディに入ると罪の種、欲望の種、執着の種が燃やされるのです。

そしてそれだけではなく、ブラフマンの状態である絶対の存在、絶対の知識、絶対の至福を得られるのです。

まとめるとサマーディでは至福の状態にあって、ラジャス的性質がなくなり、無知がなくなり、欲望がなくなり、罪がなくなり、ブラフマンの状態になります。

次回もサマーディで得られる結果について説明します。
付記)パタンジャリとサーンキヤ哲学

　パタンジャリの考え方はサーンキヤ哲学に基づいているので、『ヨーガ・スートラ』にはヴェーダーンタ哲学で言うブラフマンは出てきません。

ブラフマンではなくプルシャのコンセプトが基礎になっています。

ただしサーンキヤ哲学とは少し違う、パタンジャリ独特のプルシャのアイデアがあります。
サーンキヤ哲学ではプルシャは複数あり、宇宙のあるサイクルにおいてはひとつのプルシャが創造・維持・破壊を担当しますが、そのサイクルが終了すると次のサイクルでは別のプルシャが宇宙を受け持ちます。

これに対してパタンジャリはただひとつだけの特別なプルシャを考えていて、それがイシュワラです。このイシュワラが単独でずっと宇宙を運営します。
しかしながらどちらもプルシャとプラクリティの二つがあるという認識は同じであり、これに対してヴェーダーンタ哲学では、存在するのはブラフマンひとつだけであり、サーンキヤ哲学で言うプラクリティもブラフマンから生まれたマーヤーのことだと考えます。
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